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みなとリサイクル清掃事務所 

 

清掃リサイクル事業の新たな取組について 

 

 「港区一般廃棄物処理基本計画（第３次）」（令和３年２月）に掲げた取組を以下

のとおり実施します。 

 

１ 集団回収実践団体に対する報奨金の改定（令和３年４月１日改定） 

資源回収への地域住民の参画を促進し、資源回収量の拡大を図るため、集団回

収実践団体に対する報奨金を以下のとおり改定します。 
 

品目 現行 改定後 

古紙 
新聞、雑誌、段ボール 

６円/㎏ 

７円/㎏ （＋ １円） 

紙パック、その他再生可能紙 ２０円/㎏ （＋１４円） 

布類（古着等） １０円/㎏ （＋ ４円） 

金属類（缶等）、びん類、その他 ７円/㎏ （＋ １円） 

 

２ 古紙回収業者に対する助成金の創設（令和３年４月から実施） 

  集団回収のネットワークを支える回収業者の安定的な業務を支援するため、

古紙の市況価格が一定額を下回った場合に、回収業者に対して助成金を交付し

ます。 

対  象 区内で古紙回収を行う登録事業者 

要  件 古紙の市況価格が８円/㎏（日本経済新聞東京都平均買取価格）

を下回った場合 

助成金額 ３円/㎏×要件該当期間中の古紙回収量 

 

３ 陶磁器・ガラス類の拠点回収の開始（令和３年４月から実施） 

  不燃ごみとして収集している陶磁器・ガラス類について、２か所で拠点回収を

開始し、土木資材に再生利用（リサイクル）します。 
 

拠点回収場所（２か所） リサイクル手法 

みなとリサイクル清掃事務所 

みなとリサイクル清掃事務所作業連絡所 

リサイクル事業者に引き渡し、

土木資材（リサイクルガラス造

粒砂）として再生利用 
 
  なお、令和４年度からは、障害者就労支援施設と連携した陶磁器（主に食器）

の再使用（リユース）に取り組むことを検討しています。 
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４ 古着の拠点回収の拡大（令和３年４月から実施） 

  古着の拠点回収を９か所から１８か所に拡大します。回収した古着は、引き続

き古着問屋に売却し、東南アジアで再使用（リユース）します。 
 

現在の拠点（９か所） 新たに追加する拠点（９か所） 

芝地区総合支所 

麻布地区総合支所 

赤坂地区総合支所 

高輪地区総合支所 

芝浦港南地区総合支所 

台場分室 

みなとリサイクル清掃事務所 

みなとリサイクル清掃事務所作業連絡所 

エコプラザ 

神明いきいきプラザ 

浜松町駅北口自転車等駐車場 

南麻布いきいきプラザ 

ありすいきいきプラザ 

西麻布いきいきプラザ 

青山いきいきプラザ 

白金台いきいきプラザ 

港区スポーツセンター 

芝浦港南区民センター 

 

５ プラスチック製粗大ごみの一部の資源回収の開始（令和３年４月から実施） 

  粗大ごみとして収集しているプラスチック製の衣装ケース（６０cm 未満）に

ついて、資源プラスチックとして集積所での回収を開始します。回収した衣装ケ

ースは、港資源化センターで中間処理を行った上で、リサイクル事業者に引き渡

し、アンモニア、ドライアイス等に再生利用（リサイクル）します。 

 

６ フードドライブの窓口の拡大（令和３年４月から実施） 

  家庭での未利用食品を回収するフードドライブの常設窓口を７か所から１１

か所に拡大します。回収した食品は、引き続き区内子ども食堂、港区生活・就労

支援センター、フードバンク等に提供します。なお、令和２年度の回収実績は、

２，０７５個、６３９㎏です（令和３年３月 1 日現在）。 
 

現在の窓口（７か所） 新たに追加する窓口（４か所） 

芝地区総合支所 

麻布地区総合支所 

赤坂地区総合支所 

高輪地区総合支所 

芝浦港南地区総合支所 

台場分室 

みなとリサイクル清掃事務所 

白金台いきいきプラザ 

がん在宅緩和ケア支援センター 

商工会館 

エコプラザ 
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７ 家具のリサイクル展の日曜開館（令和３年７月から実施） 

 港資源化センター内で開催している家具のリサイクル展について、利便性を

向上し、より多くの方に利用していただくため、現在休館日となっている日曜日

を令和３年度は年５回、臨時開館します。 
 

開館日 ７月２５日、８月２９日、１２月５日、１月３０日及び３月１３日 

※1 現時点での予定であり、事情により変更する場合があります。 

※2 開館時間は、午前９時３０分から午後４時３０分までです。 

 

８ 戸別訪問収集及び粗大ごみ運び出しの対象拡大（令和３年４月から実施） 

  身近に協力を得られる人がおらず、ごみや資源を集積所等へ排出することが

困難な世帯に対する収集サービスの対象を拡大します。 
 

現在の対象 新たに追加する対象 

次のいずれかの者が含まれる世帯のうち、自力でごみを集積所に出すこと

が困難で、近隣住民等の協力を得られない世帯 

・６５歳以上の高齢者 

・身体障害者手帳、愛の手帳又は精

神障害者保健福祉手帳の交付を受

けている者 

    ※令和元年度実績 

    ・戸別訪問収集    ５５４件 

    ・粗大ごみ運び出し ８１２件 

・難病医療費助成を受けている者 

・６５歳未満の要介護認定を受けてい

る者 

・母子健康手帳の交付を受けた妊婦 

・産後１年を経過する月の前月末日ま

での子どもを養育する者 

 

 

９ 燃料電池ごみ収集車（水素燃料）の試験運用 

港区、東京都及び早稲田大学の３者で締結した「燃料電池ごみ収集車の開発及

び試験運用に向けた協同事業に関する基本協定書」（令和２年６月２５日）に基

づき、区内での試験運用（可燃ごみの収集運搬）を実施し、走行データ等の取り

まとめ及び評価を行います。 
 

 今後の予定  

令和３年 ４月 テスト走行 

 ７月～ 本格走行、走行データ等の取りまとめ 

令和４年 ３月 評価 

 


